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それぞれ、𝑣α = 0.7および𝐸c,α = 84 GPaであり、slow-β緩和では、𝑣sβ = 0.3および𝐸c,sβ = 74 GPaであり、fast-β
緩和では、𝑣𝑓𝛽 = 0.071および𝐸c,fβ = 84 GPaと見積もられた。 
 



































χ = (𝑣𝐸𝑐)𝑊𝐵𝑅/(𝑣𝐸𝑐)𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙によって定義した不均質係数を用いて評価した。ただし、𝜒 = 0.5 が最も不均質性が
高く、これよりも大きくなっても小さくなっても均質性が高まるとする。Zr基金属ガラスにおけるχは、それぞ
れ、0.212、0.232 および0.241であった。一方、Pd基金属ガラスにおける𝜒は、それぞれ、0.222 および0.248であ
った。よって、Zr基およびPd基金属ガラスにおいて、構成元素数が多元化することに伴って不均質化すること
を示唆している。さらに、構造的不均質性と FragilityおよびPoisson’s ratioの相関を調査したが、Zr基と
Pd基金属ガラスにおいて異なる傾向を示し、統一的な理解には至らなかった。 
また、Ichitsuboらによって提唱された金属ガラスの不均質構造の特徴に本研究において得られた新たな知見
を加えると、Fragilityの観点から、StrongなZr55Cu30Ni5Al10は、SBRよりも約13％低い弾性率を有し、~1 nmの
相関長さを持つWBRが約28％存在する一方で、FragileなPd42.5Ni7.5Cu30P20は、SBRよりも約17％低い弾性率で、
~4 nmの相関長さを持つWBRが約33％存在すると考察した。 
 
 
結言(第7章) 
動的粘弾性測定法を用いて十桁を越える Zr55Al10Ni5Cu30金属ガラスのMechanical Spectrumを作成・解釈し、こ
のMechanical Spectrumに基づいた粘弾性モデルを構築し、これによって、等速昇温下での動的緩和挙動や準静
的クリープ挙動、および、応力熱処理試料の等速昇温下でのクリープひずみ回復挙動の定性的解釈に成功し、こ
れらのメカニズムを明らかにした。また、これらのフィッティング過程で導出される各緩和モードの発生領域の
弾性率/体積分率を用いてZr55Al10Ni5Cu30金属ガラスの構造的特徴を考察した。更に、組成の異なる他の Zr基金属
ガラスや、半金属を含有して合金系の異なる Pd-Ni(-Cu)-P系金属ガラスを同様の方法によって解析した。Strong
なZr55Cu30Ni5Al10は、強結合領域（SBR）よりも約13％低い弾性率を有す弱結合領域(WBR)が約28％存在する一
方で、FragileなPd42.5Ni7.5Cu30P20は、SBRよりも約17％低い弾性率を有するWBRが約33％存在すると見積もら
れた。また、組成・合金系の違いによる構造的特徴の変化を新たに定義した不均質係数により評価した結果、Zr
基もPd基も多元化によって不均質性が増大することがわかった。不均質係数とポアソン比やフラギリティとの相
関には一貫した傾向を見出すことができなかった。 
 
